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1．納谷先生の色調和研究の概要

　納 谷先 生 が カ ナ ダ 国 立 研 究 所 （NRC ）の Dr．　 G ．

Wysezoki の 研究室 か ら帰 国された 当時の 電気 試験所

は ，組織改 変の大変 な過渡期で あ っ た ．その よ うな状

況下，色調和研究を始め られた 　研 究 を始め るに当 た

り，「色調和研究委員会 」を組織され，その 設立メ ン バ
ー

は難波精一郎先生 （大 阪大学教養学部），池田潤平先

生 （大阪大 学工学部）一淺野 長
一郎先生 （（株）シ オノ

ギ製薬解析セ ン タ
ー

），山崎勝弘先生 （奈良女子大 学 ）

およ び納谷 先生 を筆 頭 と した電気試 験所大 阪支所 の職

員な ど の 約 10 名で あ っ た．研究会は 毎月電気試験所

大阪支所 で開催 され ，私は議事録 をと らせて頂 いた．

　納谷先 生の色調和研 究の概要 を以 下 に示す ．

（D2 色配 色 の 一対比較 法 に よ る 研 究は，電気試験 所

彙 報
1．三：1

と CRA 誌
6’77

に発表 さ れ た．彙報 に発表 さ

れた のは，詳細な情報の 記録とい う先生の 想い か らで

あ っ た ．

（2 ＞3 色配色の Semantic　Difrerentialによる感情分

析の研究 は、電気試験 所彙報に 4 報
8 川

を発 表された ．

（3 ＞配色 感情の 個人 差 に 関す る 研 究は 、電気 試験 所彙

報に 3 報
12．14 ｝

を発表された、更 に、2 色配色の 面積

比 が配 色 感 情 にお よ ぼ す影 響 、2 報
15
．
s）

，単 色感 情

の 分析、2 報
1〆 11 ）

な どを発表 された ，

　納谷 先生 は，これ まで に何 度か 「我々の 研究を追試

ある い は発展さ せ て も らい たい」 と言 っ て お られた ，

筆者 らは．こ れまで に納谷 先生の色彩調和研究の 追試

を試みたが 諸研究は い すれ も大規模で 容易 に追試で き

なか っ た．しか し，筆者の
一

人 は 1 つ ね つね人間の配

色の イ メ ージある い は 印象 と い っ た配色に 対す る 感情

を目に見え るかた ちで表現 した い と考えて いた．そ し

て、配色 感情 に関す る研 究 を調 べ た と ころ多数の件数

があ っ た．

　納谷先生 ら
t／1．］1）

は，配色 と色彩感情 に つ いて，主成

分分析 およ び因子分 析を行 い，色彩 感情因子 を抽出 し

て い る．最近 Luo と OuiF」，L
’o ）

らは，単 色 と配 色 にお

ける色 彩感情の 因子分析 を行い，「活発さ」，「重さ」，「暖

か さ」 な どの 因子 に つ い て L＊

a
＊ b＊

値 を用 いた予 測式

を提案 して い る，伊 藤
21．231

らも配色 と感情効果に つ

い て因子分析 と重回帰分析よ り，調和 しやす い 配色の

色属性 と色感情 因子 の関係 を発表 して い る．

　配色 感情に関 係する因子 はほぼ 4 個で あ り，その構

造は ある程度普遍性の あ る ことが見 出され て い る
La ／

．

　筆者 らが多数の 配色と尺度を準備 し，多数の被験者

による評価実 験を行 っ て も、従来と大き く異な る結果

が得 られる と は思 えな か っ た ．そ こで，配色 と色彩感

情に つ い て ，解析的な方向で 研 究す る こ と に 決めた ．

納谷先生らが抽出され た 4 つ の色感情因子 ，すなわ ち

「快さ 」，「圉立ち」，「華やかさ」お よ び 「暖かさ 」を

用 い る こ と に決 めた ．筆 者 らの 目的 は，こ れ ら 4 つ

の色感情に関するメ トリ ッ クの構築を試みる ことであ

る ．

2 ．方法

　2 色 配色の色感 情の定量化 のため ，心 理量 と 2 色配

色 の OIEじ ♂ b零値 間 （以 降，じ a ‡

げ と略す ）で の 重

回帰分析を計画 した．配色サ ン プル と目的変数およ び

説明変 数は次の ように定 めた ．

2 ．1　 サ ン プル の 選定

　POCS 表色系か ら， 12 色相，12 ト
ー

ン （ビビ ッ

ドとブ ラ イ トト
ー

ン は 24 色相 ）と 9 つ の 無彩色を合

わ せ，計 177 色を選択 した ．こ れ らを組み合わ せた

15 ．576 個の 2 色配色 を構成した．

2 ．2　 サンプルの メ トリ ッ ク量 の設 定

　筆者 らは ，色感情 （心理 量）と L＊

♂ b 率

値 （心理 物理 量）

との 関係付 け を 目的 と し て お り，配 色 サ ン プ ル の

L＊ a ＊

が 値へ の 変換が必要 であ る．そ の ため ，PCCS

色票の マ ン セル記号 を参 照 した ，JIS　Z　872 「には マ

ン セル 表色系 の標準 イル ミナ ン ト C に力口えて D65 下

の測色値も定義さ れて い る．そ こで ，産業技術総 合研

究所の RIO−DBL
’5i

デ
ー

タ ベ ー
ス を参照 し，マ ン セル記

1
−．

13
…
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号から標準イル ミ ナ ン トD65 下の 三 刺激値を求めた．

2 ．3　 目的変数の設定

　心 理 量 と 2 色 配 色 の L ＊

a
＊ b ＊

値間 で 重 回帰分 析を

行 うため，納谷 らの 4 つ の 色感情予測式
E’1］

に よ り

PCCS 色票 15 ，576 個の 2 色配 色の推 定値 を計算 し

た，これ を主観推定値と呼ぶ こ と とし．重回帰式の 目

的変数と定めた ．

2 ，4 　説明変数の設定

　 2 色配色 にお い て ，快 さ ，目立ち ，華や かさ ，暖か

さ な どを感 じ る とき，2 色間 の L狛
＊b ＊

の メ トリ ッ ク

量で ，主 観推定値との 関運付け を試みる 、す な わち ，

上 述 の 4 つ の 色感 情量 を 目的 変数 と し，そ れが 幾 つ

か の説明変数の 線形和で 近似で き ると仮定 した ．説明

変 数は直交 性の メ トリ ッ ク量の 単純な 関数 を選定 する

と，メ トリ ッ ク量の差および和の関数 で表される．2

色配色の
一

方の メ トリ ッ ク量 を △  ∂   ゲ 1 と し，他

方を L   ．∂  カ   と定め て ，上述の ように ∠
’

、a
＊

．ゲ 値

の 差の絶対 値と和 を基本項 と しs6 つ の 1 次項 と 6H2

＝ 21 の 2 次項を含めた計 27 項 を説明変数 に定めた ．

構 造式は紙面の都合で省略する ．

3 ．結果

3 ．1　 各色感情の 回帰計算と式の簡 潔化

　重相関係数 は，4 つ の 色感情 とも に回 帰式の 適合

性 を 良好に 示 した．快さ の 重 相 関係 tw　R ；O．92 ，目

立 ち は R ＝ 0．98 ，華 や か さは R ＝ 0 ．99 ，暖 か さ は

R＝0、99 ，統計検 定値の F 値 はい つ れ も 0 、10fo水準 で

有意で回帰式の適合性が認められた，しか し，27 項

による重回帰式は説明変数が多い，そ のため ，で き る

だけ少数の説明変数で主観推定値を説明する，より簡

潔な重回帰式の作成を試みた ，上記の各色感情 に対す

る統計量の F 値および t 値を基準に，標準回帰係数の

重回帰式へ の 寄与度を参照して 説明変数の 削減 を試み

た ．快 さで は説明変数が 6 項，R＝＝O．90 ，目立 ち 7

項 ，R ＝ O ．96 ，華やかさ 6 項 、　R ＝ 0 ．97 ，暖かさ 4 項 、

R ＝0，97 とな っ た．

3．2　主観評価用 2 色配色の選定

　 各色感 情 の 予 測値 は統計的検 定 の 結 果 、正 規分布 に

近い ことが判明 した，標準偏差 1 σ
＝ 68 ．260 ／oの条

件を適用 して ，各色感情 で 15．576 個の予測値か ら

高位，中位 ，低位の 3 区分を 含め 50 個の 2 色配色

を選定 した，4 つ の色感情それぞれの 50 個の 2 色配

色は、高位で 15 個，中位で 20 個，低位で 15 個を

選定 した 、

3 ．3　主観評価実験

　被験者は次の評定尺度で 評価を行 っ た．評定尺度 「快

さ」は 〈 快 適 な
一

不快 な 〉，「目立 ち」は く 目立 っ た

一
圉立 たな い 〉，「華や か さ」は く華や か な

一
しぶい 〉，

「暖 かさ」 は 〈 暖 か い
一

涼 しい 〉 と した．こ れ らの 尺

度は 7 段階評価とした．被験者は正常色覚の美術大学

の学部 生お よび大学 院生の 女性 33 人で あ り，年齢 は

20 歳から 37 歳までであ っ た．

3．4．1　 実験の 方法

　評 価 は ，縦 8 ．3m ，横 7m ，高 さ 3m の 実 験 室 で

行 っ た．その天井には 40W の 色比較用蛍光灯 64 本

が設置され ，机上面の水平面照度は約 10001x で あ

る．こ の 机上 に パ ソ コ ン （PC ）と 21 イ ン チ の液晶 モ

ニ タ を設置 した ．3 ，2 節 で 選 定 した 2 色配色 を モ ニ タ

上にシ ミ ュ レ
ー

トするため，そ れ らの 三刺激値 を PC

の RGB 系に変換 した．そ して，4 つ の 色感情こ とに、

2 色配色をラ ン ダムな順序で呈示 した．被験者は、評

価の前に約 5 分間モ ニ タの灰色背景を見 て 順応 し，そ

の 後，自然な両眼視で 評価を開始 した ．被験者は モ ニ

タ上 の 2 色配 色 （視角 1　3．8
”
　× 6．9

°
）を視察 し，3．3

節の 評定尺 度で各配 色を評 価 した．各サ ンプル に対す

る評 価の平 均所要 時間 は、実験者 によ る説 明 時間お よ

び順 応時間 を除い て 約 20 分 間 で あ っ た．

3 ．4 ．2　実験の結果

　 4 つ の評定尺度に対 して 得られた被験者の 平均評価

値と，簡潔化した重回帰式 によ る予測値はそ れぞれ 0
〜 100 に基 準化 した．基 準化 は，4 つ の 色感 情の 予

測値の変化範囲がそれ ぞれ異 なる ため，4 つ の評定 尺

度 によ る平 均評価値との 関係 を同 じ基 準上 で 比 較判断

し易 くするために行 っ た．そ の結果 4 つ の 色感情と

も に平均評価値と予測値間で 有意な相関関係が認 め ら

れ た ．「快さ」 は，他 の 色感 情 に比 べ て平 均評 価値 と

予測値間で相関係数が低か っ た，

4 ． 配色感情の色提示

　色提示 の準備と して ユ
ー

ザ が希望 する配 色感情を探

すため のデ
ー

タテ
ーブル を作 成す る必要 がある．上記

の 基準化 した 4 つ の 色感情の 予測値を用 い た 、4 つ の

色感 情に対 し，上位 ，中位，下位 および任意を設 定 し

た，こ れら 4 区分の 組み合わ せ は 44＝256 通 りとな

る ．この組み合わせ を識別するた め次式 によ りユ ーザ

が希望する組み合わせの通 し番号 を定めた．

　 K＝64 ＊

ρ／s 十 16 ＊cnt 十 4Ylr十 幽 ワ77 十 1　（1）

　 こ こ で 1 ρ／s ：快 さ，cnt ：目 立 ち ，　 fln華 や か さ，

「
一 一

一
．
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側垣他 ：最新 の 色彩調和研究

varm ：暖か さ を表 す，以 下に、幾 つ かの色 感情 の 組み

合わせ に対 する色 呈示の 例を示 す．な お，デ
ー

タテ
ー

ブルの作成方法は紙面 の都合で割愛する，
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5 ，考察

　「快さ」は他の 色感 情に比 べ て 複合的な色 感情を含

んでいる と推測され た．そ こで ，4 つ の 色感情ことに，

評価値にお ける被験者 × 配 色サ ン プル行列に対 して主

成分分 析 を行 っ た．その 結果 、固有値 の累積 寄与率 が

600／o以 上まで に，「快さ」は 5 つ の主成分が，「目立ち」，

「華やかさ」およ び 「暖かさ」はともに 1 つ の 主成分

が含ま れ る こ とが示 され た，す な わち ．「快さ」以外

の 色感情は，主 に第 1 主成分に よ っ て 半1」断され て お り，

被験者は ほぼ同
一

な判 断基 準 を持 っ て いる と推察さ れ

た ．一方，「快さ 」 は ど うい う主成分で 判断さ れ て い

る かが明確 で はな く．複数の判 断基準が内在 して いる

と推測された．

6 ．結論

　結果を要約す ると，以下の よ うで あ る．

　（D 納谷 らの 「心理 量 」と 「知覚 量」の関 係付 け に

　　 よ る結果 を参照 し，4 つ の簡潔化 した色感情予

　　 測式は，主 観評 価実 験によ っ て平 均評価値との

　　 良好な相関が得ら れ た、

　（2）2 色 配色 の可 視化 を可能とする 「快 さ」，「目た

　　 ち」，「華やか さ」およ び 「暖か さ」等の 色感情

　　　に関するメ トリ ッ ク構築へ の 実現が高ま っ た 、

納谷先生の こ冥福をお祈り します 。
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